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蛙 塚

玉川保育園の裏手にある蛙塚の碑は、橘諸兄

が三本足の蛙を埋めた所と伝えられ、同じ

敷地にある明和５年（1768）の石碑に諸兄と蛙

の関係が記されています。蛙塚は明治６年

（1873）に廃寺になった玉井寺の境内にありま

したが、小学校（現在の玉川保育園）の建設に伴い、

現在の場所に移したのが今の蛙塚です。

その場所に足を踏み入れると、他とは違う澄

んだ空気を感じられます。この場所には三匹

の蛙の像があり、それぞれの形が違います。

また流れる水は澄み美しい。蛙を詠んだ五首

の和歌を探してみるのも一案です。

流れる水の音がBGMとして響いており、心

に安らぎを感じます。町民の憩いの場となっ

ているのでしょう。

鴨長明の「無名抄」には、
『井手の蛙は大きさが普
通の蛙と同じくらいであ
るが、色は黒くさほど飛
び歩かずいつも水の中に
いて、夜が更けるとその
泣き声は清らかで、人の
心をしみじみとさせる』
と記されています。
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六
角
井
戸 井戸に

興味は
ありますか？

井戸は地下水を汲み上げるためにあり、円形

をイメージするのでは。しかし、ここは違う。

なんと井戸の形が六角形です。

古地図から聖武天皇の玉井頓宮にあったと伝

えられます。

覗くと、底が見えない深さで、引き込まれそ

うになります。

ぜひ、他とは違った形をした「六角井戸」に

訪れてみてほしい。 ❶水のきれいなところに生息するサワガニも出現！  ❷宮本さんに井手町の魅力をお伺いしました 
❸名水百選“玉川”は六玉川の一つです ❹井手の歴史を教えてくださった岩田さん ❺ふるさとボラ
ンティアガイドの河本さん ❻地域の方の憩いの場。縁側でゆっくりしませんか〜 ❼取材に来てくだ
さった京都新聞の廣瀬さん ❽まちの至るところに仲間が！（カエル） ❾ブクブク泡がかわいい消火栓 
❿井手のいいとこ探してきました！  ⓫橋の上からの一枚。昔も今も変わらない美しい井手の風景

JR玉水駅
から

徒歩15分
、

石垣地区の
安養寺の

近くにある
よ

フタを開けて、中をのぞくことも
できるよ
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︱ ︱  井手町ってどんな町ですか？
縄文弥生からの歴史があり、水が豊富な良い場所です。でも新しく住まれる方が少
ないし、人口もどんどん減っています。私達はここで生まれたから、住めば都って
感じですけど（笑）。でも、意外と便利で京都駅から30分かからないほどです。土
地も広く、大きい家も建てられます。

︱ ︱  若い人に井手町の魅力を伝えるとしたら、どんなことがありますか？
井手町さくらまつりは、玉川の桜のトンネルを目当てに毎年
7〜8万人が来られます。私達も何かしたいと思い、一昨年
から水車を回しています。去年は1000人の方が訪れ、新聞
の取材もありました。これからは、水車を利用して発電をし
たいと思っています。　
井手町には、水だけはありますから（笑）。

︱ ︱  なぜボランティアガイドを始められたのですか？
お客様が来ても案内をすることがなかったので、2001年11月26日に宮本さんら4
人で立ち上げました。今では、年間に約1000人の方を案内しています。さくらま
つりは、あまりに人が多くて、ガイドが出来ないのが現状です。若い人に協力して
もらいたいな。
地元の人は近すぎて井手の良さを知らない。当たり前になっているんですね。だか
ら、第三者的な視点が必要だと思っています。

︱ ︱  井手町でおすすめの定食屋さんなんかはありますか？
それが少ないんですね（笑）。だから、地元の食材を使った小町弁当を私達でつ
くったんですよ。今日持ってきたらよかったな。みんな喜んでくれたのにね。

井手町ふるさとガイドボランティア
（左から）

河本保さん、宮本敏雪さん、岩田剛さん

井手町の達人に聞く
学生インタビュー
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